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(57)【要約】
【課題】　本発明は、表示装置及び表示装置の駆動方法
に関し、例えばポリシリコンＴＦＴを用いた有機ＥＬ素
子によるアクティブマトリックス型のディスプレイ装置
に適用して、発光輝度による移動度補正の過不足、カッ
プリングノイズ、走査線間における移動度の補正期間の
ばらつきを防止して、画素回路を構成するトランジスタ
の特性のばらつきによる画質の劣化を有効に回避する。
【解決手段】本発明は、しきい値電圧補正期間の書込み
信号Ｓ１と移動度補正期間の書込み信号Ｓ３とを個別に
生成して選択出力する。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素をマトリックス状に配置して形成された画素部に対して、水平駆動回路及び垂直駆
動回路により前記画素部の信号線及び走査線を駆動することにより、前記画素部で所望の
画像を表示する表示装置において、
　前記画素は、
　発光素子と、
　信号レベル保持用コンデンサと、
　前記垂直駆動回路から出力される書込み信号によりオンオフ動作して、前記信号レベル
保持用コンデンサの端子電圧を前記信号線の信号レベルに設定する書込み用のトランジス
タと、
　前記信号レベル保持用コンデンサの両端をゲート及びソースに接続し、前記ゲート及び
ソース間の電圧に応じて前記発光素子を駆動して発光させる駆動用のトランジスタとを有
し、
　前記発光素子の発光を停止させる非発光期間のしきい値電圧補正期間において、
　前記書込み信号により前記書込み用のトランジスタがオン動作して前記信号レベル保持
用コンデンサの両端電位を所定電位に設定した後、前記信号レベル保持用コンデンサの蓄
積電荷を前記駆動用のトランジスタを介して放電させることにより、前記信号レベル保持
用コンデンザに前記駆動用のトランジスタのしきい値電圧を設定し、
　前記しきい値電圧補正期間に続く、前記発光素子の発光を停止させる非発光期間の移動
度補正期間において、
　前記書込み信号により前記書込み用のトランジスタがオン動作して前記信号レベル保持
用コンデンサの一端の電圧を前記信号線の信号レベルに設定した後、前記駆動用のトラン
ジスタをオン動作させて前記駆動用のトランジスタにより前記信号レベル保持用コンデン
サの他端を充電し、
　前記書込み信号の立ち下がりにより前記書込み用のトランジスタがオフ動作し、
　前記垂直駆動回路は、
　前記しきい値電圧補正期間の前記書込み信号を生成するしきい値電圧補正期間用の書込
み信号生成部と、
　前記移動度補正期間の前記書込み信号を生成する移動度補正期間用の書込み信号生成部
と、
　前記しきい値電圧補正期間の前記書込み信号と、前記移動度補正期間の前記書込み信号
とを前記画素に選択出力する選択出力部とを有する
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記しきい値電圧補正期間用の書込み信号生成部は、
　前記しきい値電圧補正期間の前記書込み信号を矩形波信号により生成し、
　前記移動度補正期間用の書込み信号生成部は、
　信号レベルの立ち上がり及び又は信号レベルの立ち下がりを鈍らせて前記移動度補正期
間の前記書込み信号を生成する
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記移動度補正期間用の書込み信号生成部は、
　前記移動度補正期間の前記書込み信号に対応する選択信号を生成する選択信号の生成部
と、
　前記選択信号を入力して出力信号を出力するバッファ回路と、
　前記移動度補正期間の前記書込み信号に対応する信号波形により、前記バッファ回路の
電源電圧を変動させる電源電圧制御回路とを備え、
　前記電源電圧制御回路による前記電源電圧の変動により、前記バッファ回路により前記
移動度補正期間用の書込み信号を生成する
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　ことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　画素をマトリックス状に配置して形成された画素部に対して、水平駆動回路及び垂直駆
動回路により前記画素部の信号線及び走査線を駆動することにより、前記画素部で所望の
画像を表示する表示装置の駆動方法において、
　前記画素は、
　発光素子と、
　信号レベル保持用コンデンサと、
　前記垂直駆動回路から出力される書込み信号によりオンオフ動作して、前記信号レベル
保持用コンデンサの端子電圧を前記信号線の信号レベルに設定する書込み用のトランジス
タと、
　前記信号レベル保持用コンデンサの両端をゲート及びソースに接続し、前記ゲート及び
ソース間の電圧に応じて前記発光素子を駆動して発光させる駆動用のトランジスタとを有
し、
　前記発光素子の発光を停止させる非発光期間のしきい値電圧補正期間において、
　前記書込み信号により前記書込み用のトランジスタがオン動作して前記信号レベル保持
用コンデンサの両端電位を所定電位に設定した後、前記信号レベル保持用コンデンサの蓄
積電荷を前記駆動用のトランジスタを介して放電させることにより、前記信号レベル保持
用コンデンザに前記駆動用のトランジスタのしきい値電圧を設定し、
　前記しきい値電圧補正期間に続く、前記発光素子の発光を停止させる非発光期間の移動
度補正期間において、
　前記書込み信号により前記書込み用のトランジスタがオン動作して前記信号レベル保持
用コンデンサの一端の電圧を前記信号線の信号レベルに設定した後、前記駆動用のトラン
ジスタをオン動作させて前記駆動用のトランジスタにより前記信号レベル保持用コンデン
サの他端を充電し、
　前記書込み信号の立ち下がりにより前記書込み用のトランジスタがオフ動作し、
　前記駆動方法は、
　前記しきい値電圧補正期間の前記書込み信号と、前記移動度補正期間の前記書込み信号
とをそれぞれ生成する書込み信号の生成ステップと、
　前記しきい値電圧補正期間の前記書き込み信号と、前記移動度補正期間の前記書込み信
号とを前記画素に選択出力する選択出力のステップとを有する
　ことを特徴とする表示装置の駆動方法。
                                                                                
                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置及び表示装置の駆動方法に関し、例えばポリシリコンＴＦＴ（Thin
 Film Transistor）を用いた有機ＥＬ（Electro Luminescence）素子によるアクティブマ
トリックス型のディスプレイ装置に適用することができる。本発明は、しきい値電圧補正
期間の書込み信号と移動度補正期間の書込み信号とを個別に生成して選択出力することに
より、発光輝度による移動度補正の過不足、カップリングノイズ、走査線間における移動
度の補正期間のばらつきを防止し、画素回路を構成するトランジスタの特性のばらつきに
よる画質の劣化を有効に回避する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、有機ＥＬ素子を用いたディスプレイ装置に関して、例えばＵＳＰ５，６８４，３
６５、特開平８－２３４６８３号公報等に種々の工夫が提案されている。
【０００３】
　この種のディスプレイ装置１は、電流駆動型の発光素子である有機ＥＬ素子と、この有
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機ＥＬ素子を駆動する画素回路とにより各画素が形成され、図３に示すように、この画素
をマトリックス状に配置して画素部２が形成される。画素部２は、マトリックス状に配置
した画素に対して、走査線ＳＣＮがライン単位で水平方向に設けられ、また走査線ＳＣＮ
と直交するように信号線ＳＩＧが列毎に設けられる。
【０００４】
　ここでセレクター４は、所定のサンプリングパルスを順次転送し、このサンプリングパ
ルスで画像データＤ１を順次ラッチすることにより、この画像データＤ１を各信号線ＳＩ
Ｇに振り分ける。またセレクター４は、各信号線ＳＩＧに振り分けた画像データＤ１をそ
れぞれアナログディジタル変換処理し、これにより各信号線ＳＩＧに接続された各画素の
発光輝度を時分割により示す駆動信号を生成する。セレクター４は、この駆動信号を対応
する信号線ＳＩＧに出力する。
【０００５】
　垂直スキャナー３Ａ及び３Ｂは、このセレクター４による信号線ＳＩＧの駆動に応動し
て、各画素の駆動信号を生成して走査線ＳＣＮに出力する。これによりディスプレイ装置
１は、垂直スキャナー３Ａ及び３Ｂにより画素部２に配置された各画素を順次駆動し、セ
レクター４より設定される各信号線ＳＩＧの信号レベルで各画素を発光させ、所望の画像
を画素部２で表示する。
【０００６】
　この種のディスプレイ装置１では、ポリシリコンＴＦＴを用いてガラス基板等による透
明絶縁基板上に画素部２、垂直スキャナー３Ａ及び３Ｂ、セレクター４等がまとめて形成
される。
【０００７】
　ところでポリシリコンＴＦＴは、しきい値電圧、移動度にばらつきを避け得ず、有機Ｅ
Ｌ素子を用いたディスプレイ装置では、これらのばらつきにより画質が劣化する問題があ
る。
【０００８】
　この問題を解決する１つの方法として、例えば図４に示す回路構成により画素回路を構
成し、駆動用トランジスタのしきい値電圧、移動度のばらつきを補正することが考えられ
る。
【０００９】
　すなわちこのディスプレイ装置１１において、画素部１２は、画素１３をマトリックス
状に配置して形成される。画素１３は、信号レベル保持用コンデンサＣ１の一端が有機Ｅ
Ｌ素子１４のアノードに接続され、書き込み信号ＷＳに応じてオンオフ動作する書込みト
ランジスタＴＲ１を介して、この信号レベル保持用コンデンサＣ１の他端が信号線ＳＩＧ
に接続される。これにより画素１３は、書き込み信号ＷＳに応じて信号レベル保持用コン
デンサＣ１の他端の電圧が、信号線ＳＩＧの信号レベルに設定される。
【００１０】
　画素１３は、この信号レベル保持用コンデンサＣ１の両端が駆動用トランジスタＴＲ２
のソース及びゲートに接続され、この駆動用トランジスタＴＲ２のドレインが電源供給用
の走査線ＳＣＮに接続される。これにより画素１３は、ゲート電圧が信号線ＳＩＧの信号
レベルに設定されたソースフォロワ回路構成の駆動用トランジスタＴＲ２により有機ＥＬ
素子１４を駆動する。なおここでＶｃａｔは、有機ＥＬ素子１４のカソード電位であり、
容量Ｃｅｌは、有機ＥＬ素子１４の容量である。
【００１１】
　ディスプレイ装置１１は、第１の垂直スキャナー（ＷＳＣＮ）１６Ａ、第２の垂直スキ
ャナー（ＤＳＣＮ）１６Ｂにより走査線ＳＣＮに書込み信号ＷＳ、電源用の駆動信号Ｖｃ
ｃｐを出力し、また水平駆動回路１５のセレクター（ＨＳＥＬ）１５Ａにより信号線ＳＩ
Ｇに駆動信号Ｓｓｉｇを出力し、これにより画素１３の動作を制御する。
【００１２】
　ここで図５は、この画素１３の動作を示すタイムチャートである。画素１３は、有機Ｅ
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Ｌ素子１４を発光させる期間である発光期間の間、書込み信号ＷＳにより書込みトランジ
スタＴＲ１がオフ状態に設定され、駆動信号Ｖｃｃｐにより駆動用トランジスタＴＲ２に
電源電圧Ｖｃｃが供給される（図５（Ａ）及び（Ｂ））。これにより画素１３は、駆動用
トランジスタＴＲ２のゲート電圧Ｖｇ及びソース電圧Ｖｓ（図５（Ｄ）及び（Ｅ））が信
号レベル保持用コンデンサＣ１の両端の電圧に保持され、このゲート電圧Ｖｇ及びソース
電圧Ｖｓによる駆動電流Ｉｄｓで有機ＥＬ素子１４を駆動する。
【００１３】
　画素１３は、発光期間が終了すると、駆動信号Ｖｃｃｐにより駆動用トランジスタＴＲ
２のドレイン電圧が所定電圧Ｖｓｓに立ち下げられる。ここでこの電圧Ｖｓｓは、有機Ｅ
Ｌ素子１４の発光を停止させるのに十分に低い電圧に設定される。これにより画素１３は
、駆動用トランジスタＴＲ２の駆動信号Ｖｃｃｐ側がソースとなって、有機ＥＬ素子１４
のアノード電圧が立ち下がり、有機ＥＬ素子１４が発光を停止する。このとき画素１３で
は、信号レベル保持用コンデンサＣ１の有機ＥＬ素子１４側から蓄積電荷が放電し、これ
により有機ＥＬ素子１４のアノード電圧が立ち下がって電圧Ｖｓｓに設定される。またこ
のアノード電圧の立ち下がりに連動し、駆動用トランジスタＴＲ２のゲート電圧Ｖｇが立
ち下がる。
【００１４】
　続いて画素１３は、駆動信号Ｓｓｉｇにより信号線ＳＩＧが所定電圧Ｖｏｆｓに立ち下
げられた状態で、書込み信号ＷＳにより書込みトランジスタＴＲ１がオン状態に切り換え
られる（図５（Ａ）及び（Ｃ））。これにより画素１３は、駆動用トランジスタＴＲ２の
ゲート電圧Ｖｇがこの信号線ＳＩＧの電圧Ｖｏｆｓに設定され、駆動用トランジスタＴＲ
２のゲートソース間電圧ＶｇｓがＶｏｆｓ－Ｖｓｓに設定される。ここで駆動用トランジ
スタＴＲ２のしきい値電圧をＶｔｈとすると、電圧Ｖｏｆｓは、この駆動用トランジスタ
ＴＲ２のゲートソース間電圧Ｖｇｓが駆動用トランジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈよ
り大きくなるように設定される。
【００１５】
　続いて画素１３は、符号Ｔｔｈ１で示す期間の間、書込みトランジスタＴＲ１をオン状
態に保持したままの状態で、駆動信号Ｖｃｃｐにより駆動用トランジスタＴＲ２のドレイ
ン電圧が電源電圧Ｖｃｃに立ち上げられる。これにより画素１３は、駆動用トランジスタ
ＴＲ２を介して電源Ｖｃｃにより信号レベル保持用コンデンサＣ１の有機ＥＬ素子１４側
端に充電電流が流れ、この有機ＥＬ素子１４側端の電圧Ｖｓが徐々に上昇する。
【００１６】
　画素１３は、続いて書込み信号ＷＳにより書込みトランジスタＴＲ１がオフ状態に切り
換えられ、これにより継続して駆動用トランジスタＴＲ２を介した電源Ｖｃｃからの充電
電流が信号レベル保持用コンデンサＣ１の有機ＥＬ素子１４側端に流入し、駆動用トラン
ジスタＴＲ２のソース電圧Ｖｓが上昇を続ける。またこの場合は、このソース電圧Ｖｓの
電圧上昇に追従して駆動用トランジスタＴＲ２のゲート電圧Ｖｇが上昇することになる。
【００１７】
　画素１３は、一定時間の経過後、符号Ｔｔｈ２で示すように、再び信号線ＳＩＧの信号
レベルが電圧Ｖｏｆｓに切り換えられ、信号レベル保持用コンデンサＣ１の信号線ＳＩＧ
側電位を電圧Ｖｏｆｓに保持した状態で、駆動用トランジスタＴＲ２を介して電源Ｖｃｃ
により信号レベル保持用コンデンサＣ１の有機ＥＬ素子１４側端に充電電流が流れ、駆動
用トランジスタＴＲ２のソース電圧Ｖｓが徐々に上昇する。これにより画素１３は、駆動
用トランジスタＴＲ２のゲートソース間電圧Ｖｇｓが駆動用トランジスタＴＲ２のしきい
値電圧Ｖｔｈに近づくように、徐々に駆動用トランジスタＴＲ２のソース電圧Ｖｓが上昇
し、駆動用トランジスタＴＲ２のゲートソース間電圧Ｖｇｓが駆動用トランジスタＴＲ２
のしきい値電圧Ｖｔｈになると、駆動用トランジスタＴＲ２を介した充電電流の流入が停
止する。
【００１８】
　画素１３は、この駆動用トランジスタＴＲ２を介した信号レベル保持用コンデンサＣ１
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の有機ＥＬ素子１４側端への充電電流の流入処理が、駆動用トランジスタＴＲ２のゲート
ソース間電圧Ｖｇｓが駆動用トランジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈとなるに十分な回
数だけ繰り返され（図５の例では、符号Ｔｔｈ１、Ｔｔｈ２で示す２回である）、これに
より駆動用トランジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈが信号レベル保持用コンデンサＣ１
にセットされる。なお画素１３は、駆動用トランジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈが信
号レベル保持用コンデンサＣ１にセットされた状態で、Ｖｅｌ＝Ｖｏｆｓ－Ｖｔｈ≦Ｖｃ
ａｔ＋Ｖｔｈｅｌとなるように、電圧Ｖｏｆｓ、Ｖｃａｔが設定されており、これにより
有機ＥＬ素子１４が発光しないように設定される。ここでＶｔｈｅｌは、有機ＥＬ素子１
４のしきい値電圧である。
【００１９】
　画素１３は、その後、信号レベル保持用コンデンサＣ１の信号線ＳＩＧ側の電位が、有
機ＥＬ素子１４の発光輝度を指示する電圧Ｖｓｉｇに設定されることにより、駆動用トラ
ンジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈを打ち消すようにして信号レベル保持用コンデンサ
Ｃ１に階調を示す電圧が設定され、これにより駆動用トランジスタＴＲ２のしきい値電圧
Ｖｔｈのばらつきによる発光輝度のばらつきが防止される。
【００２０】
　すなわち画素１３は、期間Ｔｔｈ２の経過後、信号線ＳＩＧの信号レベルが当該画素１
３の発光輝度を示す信号レベルＶｓｉｇに設定され、続いて期間Ｔμの間、書込み信号Ｗ
Ｓにより書込みトランジスタＴＲ１がオン状態に設定される。これにより画素１３は、信
号レベル保持用コンデンサＣ１の信号線ＳＩＧ側端が信号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇ
に設定され、信号レベル保持用コンデンサＣ１の端子間電圧によるゲートソース間電圧Ｖ
ｇｓに応じた電流が駆動用トランジスタＴＲ２を介して電源Ｖｃｃから有機ＥＬ素子１４
の信号レベル保持用コンデンサＣ１側端に流入することになり、駆動用トランジスタＴＲ
２のソース電圧Ｖｓが徐々に上昇することになる。
【００２１】
　ここでこの駆動用トランジスタＴＲ２を介して流入する電流は、駆動用トランジスタＴ
Ｒ２の移動度に応じて変化し、これにより駆動用トランジスタＴＲ２の移動度が大きくな
るに従ってソース電圧Ｖｓの上昇速度が速くなる。また有機ＥＬ素子１４を発光させてい
る際の有機ＥＬ素子１４を駆動する駆動用トランジスタＴＲ２の電流にあっても、移動度
に応じて増大することになり、この種の駆動用トランジスタＴＲ２は、ポリシリコンＴＦ
Ｔ、アモルファストランジスタであり、移動度μのばらつきが大きい欠点がある。
【００２２】
　これにより画素１３は、この期間Ｔμの間、信号レベル保持用コンデンサＣ１の信号線
ＳＩＧ側電圧を信号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇに保持した状態で、駆動用トランジス
タＴＲ２をオン動作させて信号レベル保持用コンデンサＣ１の有機ＥＬ素子１４側端に充
電電流を流入させ、これにより駆動用トランジスタＴＲ２の移動度の分だけ、信号レベル
保持用コンデンサＣ１の端子間電圧を低下させ、駆動用トランジスタＴＲ２の移動度のば
らつきによる発光輝度のばらつきを防止する。
【００２３】
　画素１３は、この一定期間Ｔμが経過すると、書込み信号ＷＳにより書込みトランジス
タＴＲ１がオフ動作し、信号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇが信号レベル保持用コンデン
サＣ１にセットされ、発光期間が開始する。
【００２４】
　この図４及び図５に示す構成によれば、簡易な画素回路の構成により、有機ＥＬ素子１
４を駆動する駆動用トランジスタＴＲ２におけるしきい値電圧Ｖｔｈ、移動度のばらつき
による画質の劣化を防止することができる。
【００２５】
　しかしながらこの図４及び図５による構成では、新たな問題が発生する。すなわち移動
度のばらつき補正に係る期間Ｔμを決定する書込み信号ＷＳは、垂直スキャナー２２Ａに
おいて、所定の基準パルスを用いて走査線ＳＣＮ毎に生成され、バッファ回路等を介して
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各画素１３に入力される。従って書込み信号ＷＳは、画素に至るまでの間に設けられたト
ランジスタにおけるしきい値電圧、移動度等のばらつきにより、図６に示すように、書込
み信号ＷＳにおける位相、トランジェント等がばらつくようになる。その結果、ディスプ
レイ装置１１では、ライン間で、移動度を補正する期間Ｔμがばらつくようになり、ライ
ン間で輝度レベル差が発生する問題がある。なおこのようなライン間の輝度レベル差は、
例えば暗い表示画面において、スジとして視認される。
【００２６】
　また書込み信号ＷＳの信号レベルがＨレベルからＬレベルに急激に立ち下がる際に、書
込みトランジスタＴＲ１の寄生容量によるカップリングノイズが表示される問題もある。
【００２７】
　また移動度を補正する期間Ｔμにおいて、駆動用トランジスタＴＲ２に流れる電流Ｉｄ
ｓは、駆動用トランジスタＴＲ２のゲートソース間電圧に応じて変化することにより、信
号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇが高い場合程、すなわち有機ＥＬ素子１４を高い輝度レ
ベルで発光させる場合程、大きな電流が流れて信号レベル保持用コンデンサＣ１の有機Ｅ
Ｌ素子１４側端の電圧上昇速度が速くなる。従って有機ＥＬ素子１４を高い輝度レベルで
発光させる場合程、短い時間で移動度のばらつきを補正できることになる。またこれとは
逆に、信号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇが低い場合、すなわち有機ＥＬ素子１４を低い
輝度レベルで発光させる場合、信号レベル保持用コンデンサＣ１の有機ＥＬ素子１４側端
の電圧上昇速度が遅くなり、移動度の補正に要する時間が長くなる。
【００２８】
　これにより図４及び図５により示す構成では、有機ＥＬ素子１４の発光輝度に応じて駆
動用トランジスタＴＲ２の移動度を過大に補正したり、補正が不足することになり、結局
、画質が劣化し、さらには歩留りが低下する問題もある。
【００２９】
　これらの新たな問題を解決する１つの方法として書込み信号ＷＳを出力する垂直スキャ
ナーの最終段を図７に示すように構成する方法が考えられる。すなわちこの図７の例では
、Ｐチャンネル型トランジスタとＮチャンネル型トランジスタとによるトランジスタ対を
多段接続して書込み信号ＷＳの出力段のバッファ回路２１を構成する。また図８（Ａ）～
（Ｃ）に示すように、最終段のトランジスタＴＲ３、ＴＲ４とによるトランジスタ対に供
給する電源Ｖｗｓを、移動度を補正する期間Ｔμの終了端側において一時的に電圧を立ち
下げ、この一時的な電圧の立ち下げを徐々に実行する。
【００３０】
　ここで図９は、このバッファ回路２１の構成に係る垂直スキャナーを示すブロック図で
ある。この図９に示す垂直スキャナー２２は、１つの走査線ＳＣＮに係る構成である。垂
直スキャナー２２は、垂直同期信号に同期した垂直スタートパルスを図示しないシフトレ
ジスタで順次転送し、各走査線ＳＣＮに出力する駆動信号ＷＳのタイミングの基準である
基準信号ＩＮを走査線ＳＣＮ毎に生成する。垂直スキャナー２２は、この基準信号ＩＮを
シフトレジスタ（ＳＲ）２３に入力し、所定クロックだけ遅延した遅延信号を生成する。
垂直スキャナー２２は、タイミング基準の駆動信号ＩＮ、遅延信号、各種の基準信号ＥＮ
１、ＤＶｔｈを論理演算回路２４に入力し、この論理演算回路２４における論理演算処理
により、図１０（Ａ）に示すように、しきい値電圧Ｖｔｈを補正する期間Ｔｔｈ１、Ｔｔ
ｈ２で論理レベルが立ち下がる第１の駆動信号Ｓ１を生成する。
【００３１】
　またインバーター２５を介した駆動信号ＩＮの反転信号、遅延信号、所定の基準信号Ｅ
Ｎ２をナンド回路２６に入力し、ここでこれらの信号の論理積信号の反転信号を生成する
ことにより、図１０（Ｂ）に示すように、移動度の補正期間Ｔμで論理レベルが立ち下が
る第２の駆動信号Ｓ２を生成する。
【００３２】
　垂直スキャナー２２は、ナンド回路２７によりこれら第１及び第２の駆動信号Ｓ１及び
Ｓ２の論理積信号の反転信号を生成し、バッファ回路２８、レベル変換回路２９を順次介
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してこの反転信号をバッファ回路２１に入力する。なおここでレベル変換回路２９は、出
力信号の振幅を有機ＥＬ素子１４の駆動に適した振幅に変換するために設けられる。これ
により図１０（Ｃ）に示すように、垂直スキャナー２２は、しきい値電圧Ｖｔｈを補正す
る期間Ｔｔｈ１、Ｔｔｈ２、移動度の補正期間Ｔμで論理レベルが立ち上がる第３の駆動
信号Ｓ３を生成する。
【００３３】
　この図９の垂直スキャナー２２において、バッファ回路２１の最終段のトランジスタ対
に供給する電源Ｖｗｓを、移動度を補正する期間Ｔμの終了端側において一時的に電圧を
立ち下げ、この一時的な電圧の立ち下げを徐々に実行すれば、図１０（Ｄ）に示すように
、しきい値電圧Ｖｔｈを補正する期間Ｔｔｈ１、Ｔｔｈ２、移動度の補正期間Ｔμで書込
み信号ＷＳの信号レベルを立ち上げるようにし、また移動度の補正期間Ｔμの終了端にお
い信号レベルを徐々に立ち下げることができる。従ってディスプレイ装置１１では、信号
線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇが高い場合程、速い時点で書込み用トランジスタＴＲ１を
オフ動作させ、移動度のばらつき補正を終了することができ、発光輝度による移動度補正
の過不足を防止することができる。また書込み信号ＷＳの信号レベルの立ち下がりが緩や
かであることから、カップリングノイズも防止することができる。しかしながらこの方法
でも、ライン間における移動度を補正する期間Ｔμのばらつきについては、完全には防止
することができない。
【００３４】
　なお図８（Ａ）～（Ｃ）の対比により図８（Ａ１）～（Ｃ１）に示すように、しきい値
電圧Ｖｔｈを補正する期間Ｔｔｈ１、Ｔｔｈ２、移動度の補正期間Ｔμだけ、バッファ回
路２１の最終段のトランジスタ対に電源電圧を供給するようにして、移動度を補正する期
間Ｔμのばらつきをこの電源電圧の変動により一定期間で制限する方法も考えられる。す
なわちこの方法の場合、図７との対比により図１１に示すように、例えば抵抗Ｒ及びコン
デンサＣによるローパスフィルタを介して最終段のトランジスタ対に電源を供給すること
により、移動度を補正する期間Ｔμにおいける書込み信号ＷＳの立ち上がり、立ち下がり
をなだらかにし、このローパスフィルタに入力する駆動信号Ｖｗｓにより移動度を補正す
る期間Ｔμを設定することができる。従って走査線ＳＣＮ間における移動度の補正期間Ｔ
μのばらつきを少なくすることができる。また発光輝度による移動度補正の過不足を防止
し、さらにはカップリングノイズを防止することができる。
【００３５】
　しかしながらこの方法の場合、移動度を補正する期間Ｔμだけでなく、駆動用トランジ
スタＴＲ１のしきい値電圧Ｖｔｈを補正する期間Ｔｔｈまで、信号レベルの立ち上がり、
立ち下がりがなだらかになる問題がある。このようにしきい値電圧Ｖｔｈを補正する期間
Ｔｔｈまで、信号レベルの立ち上がり、立ち下がりがなだらかになると、消費電力が増大
することになる。
【特許文献１】ＵＳＰ５，６８４，３６５号
【特許文献２】特開平８－２３４６８３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００３６】
  本発明は以上の点を考慮してなされたもので、発光輝度による移動度補正の過不足、カ
ップリングノイズ、走査線間における移動度の補正期間のばらつきを防止して、画素回路
を構成するトランジスタの特性のばらつきによる画質の劣化を有効に回避することができ
る表示装置、表示装置の駆動方法を提案しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００３７】
　上記の課題を解決するため請求項１の発明は、画素をマトリックス状に配置して形成さ
れた画素部に対して、水平駆動回路及び垂直駆動回路により前記画素部の信号線及び走査
線を駆動することにより、前記画素部で所望の画像を表示する表示装置に適用して、前記
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画素は、発光素子と、信号レベル保持用コンデンサと、前記垂直駆動回路から出力される
書込み信号によりオンオフ動作して、前記信号レベル保持用コンデンサの端子電圧を前記
信号線の信号レベルに設定する書込み用のトランジスタと、前記信号レベル保持用コンデ
ンサの両端をゲート及びソースに接続し、前記ゲート及びソース間の電圧に応じて前記発
光素子を駆動して発光させる駆動用のトランジスタとを有し、前記発光素子の発光を停止
させる非発光期間のしきい値電圧補正期間において、前記書込み信号により前記書込み用
のトランジスタがオン動作して前記信号レベル保持用コンデンサの両端電位を所定電位に
設定した後、前記信号レベル保持用コンデンサの蓄積電荷を前記駆動用のトランジスタを
介して放電させることにより、前記信号レベル保持用コンデンザに前記駆動用のトランジ
スタのしきい値電圧を設定し、前記しきい値電圧補正期間に続く、前記発光素子の発光を
停止させる非発光期間の移動度補正期間において、前記書込み信号により前記書込み用の
トランジスタがオン動作して前記信号レベル保持用コンデンサの一端の電圧を前記信号線
の信号レベルに設定した後、前記駆動用のトランジスタをオン動作させて前記駆動用のト
ランジスタにより前記信号レベル保持用コンデンサの他端を充電し、前記書込み信号の立
ち下がりにより前記書込み用のトランジスタがオフ動作するようにする。ここで前記垂直
駆動回路は、前記しきい値電圧補正期間の前記書込み信号を生成するしきい値電圧補正期
間用の書込み信号生成部と、前記移動度補正期間の前記書込み信号を生成する移動度補正
期間用の書込み信号生成部と、前記しきい値電圧補正期間の前記書込み信号と、前記移動
度補正期間の前記書込み信号とを前記画素に選択出力する選択出力部とを有するようにす
る。
【００３８】
　また請求項４の発明は、画素をマトリックス状に配置して形成された画素部に対して、
水平駆動回路及び垂直駆動回路により前記画素部の信号線及び走査線を駆動することによ
り、前記画素部で所望の画像を表示する表示装置の駆動方法に適用して、前記画素は、発
光素子と、信号レベル保持用コンデンサと、前記垂直駆動回路から出力される書込み信号
によりオンオフ動作して、前記信号レベル保持用コンデンサの端子電圧を前記信号線の信
号レベルに設定する書込み用のトランジスタと、前記信号レベル保持用コンデンサの両端
をゲート及びソースに接続し、前記ゲート及びソース間の電圧に応じて前記発光素子を駆
動して発光させる駆動用のトランジスタとを有し、前記発光素子の発光を停止させる非発
光期間のしきい値電圧補正期間において、前記書込み信号により前記書込み用のトランジ
スタがオン動作して前記信号レベル保持用コンデンサの両端電位を所定電位に設定した後
、前記信号レベル保持用コンデンサの蓄積電荷を前記駆動用のトランジスタを介して放電
させることにより、前記信号レベル保持用コンデンザに前記駆動用のトランジスタのしき
い値電圧を設定し、前記しきい値電圧補正期間に続く、前記発光素子の発光を停止させる
非発光期間の移動度補正期間において、前記書込み信号により前記書込み用のトランジス
タがオン動作して前記信号レベル保持用コンデンサの一端の電圧を前記信号線の信号レベ
ルに設定した後、前記駆動用のトランジスタをオン動作させて前記駆動用のトランジスタ
により前記信号レベル保持用コンデンサの他端を充電し、前記書込み信号の立ち下がりに
より前記書込み用のトランジスタがオフ動作する。ここで前記駆動方法は、前記しきい値
電圧補正期間の前記書込み信号と、前記移動度補正期間の前記書込み信号とをそれぞれ生
成する書込み信号の生成ステップと、前記移動度補正期間の前記書込み信号とを前記画素
に選択出力する選択出力のステップとを有するようにする。
【００３９】
　請求項１、又は請求項４の構成によれば、しきい値電圧のばらつき、移動度のばらつき
を補正する構成を前提に、しきい値電圧補正期間の書込み信号と移動度補正期間の書込み
信号とを個別に生成し、しきい値電圧補正期間の書込み信号を鈍らせることなく、移動度
補正期間の書込み信号だけを鈍らせることができる。従って発光輝度による移動度補正の
過不足を防止し、さらにはカップリングノイズを防止することができる。またしきい値電
圧補正期間の書込み信号とは別に移動度補正期間の書込み信号を生成することから、複雑
な論理演算処理を省略して移動度補正期間の書込み信号を生成することができ、論理演算
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処理等に係るトランジスタの各種特性のばらつきによる影響を低減して、精度良く移動度
補正期間の書込み信号を生成することができる。従って走査線間における移動度の補正期
間のばらつきを防止することができ、これらにより画素回路を構成するトランジスタの特
性のばらつきによる画質の劣化を有効に回避することができる。
【発明の効果】
【００４０】
　本発明によれば、発光輝度による移動度補正の過不足、カップリングノイズ、走査線間
における移動度の補正期間のばらつきを防止して、画素回路を構成するトランジスタの特
性のばらつきによる画質の劣化を有効に回避することができる。従って高いユニフォーミ
ティの画像を表示することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４１】
　以下、適宜図面を参照しながら本発明の実施例を詳述する。
【実施例１】
【００４２】
　図１は、図９との対比により本発明の実施例１のディスプレイ装置に適用される垂直ス
キャナーの１走査線分の構成を示すブロック図である。この実施例のディスプレイ装置は
、この図１に示す垂直スキャナー４１に関する構成が異なる点を除いて、図４及び図５の
ディスプレイ装置と同一に構成される。なおこの図１の構成において、図９と同一の構成
は、対応する符号を付して示す。
【００４３】
　この垂直スキャナー４１は、図９について上述した垂直スキャナー２２と同様に、垂直
同期信号に同期した垂直スタートパルスを図示しないシフトレジスタで順次転送し、各走
査線ＳＣＮに出力する駆動信号ＷＳのタイミングの基準である基準信号ＩＮを走査線ＳＣ
Ｎ毎に生成する。垂直スキャナー４１は、この基準信号ＩＮをシフトレジスタ（ＳＲ）２
３に入力して遅延信号を生成し、この遅延信号を基準信号ＩＮ、各種の基準信号ＥＮ１、
ＤＶｔｈと共に論理演算回路２４に入力し、図２（Ａ）に示すように、しきい値電圧Ｖｔ
ｈを補正する期間Ｔｔｈ１、Ｔｔｈ２で論理レベルが立ち下がる第１の駆動信号Ｓ１を生
成する。垂直スキャナー４１は、この駆動信号Ｓ１をインバーター４２を介してマルチプ
レクサ４３に出力する。これにより垂直スキャナー４１において、シフトレジスタ２３、
論理演算回路２４、インバーター４２は、しきい値電圧を補正する期間の書込み信号ＷＳ
を生成するしきい値電圧補正期間用の書込み信号生成部４４を構成する。
【００４４】
　また垂直スキャナー４１は、インバーター２５を介した基準信号ＩＮの反転信号、遅延
信号、所定の基準信号ＥＮ２をナンド回路２６に入力し、これらの信号の論理積信号の反
転信号を生成することにより、図２（Ｂ）に示すように、移動度を補正する期間Ｔμを含
む一定期間で論理レベルが立ち下がる選択信号Ｓ２を生成する。垂直スキャナー４１は、
レベル変換回路２９を介して、この駆動信号Ｓ２をバッファ回路２１に入力する。
【００４５】
　このディスプレイ装置では、垂直スタートパルスを順次転送して基準信号ＩＮを生成し
、この基準信号ＩＮを基準にして第１の駆動信号Ｓ１、選択信号Ｓ２を生成することから
、連続する走査線で、順次、しきい値電圧Ｖｔｈを補正する期間Ｔｔｈ１、Ｔｔｈ２、移
動度を補正する期間Ｔμを一定のシフト期間だけシフトさせて、書込み信号ＷＳを生成す
る。
【００４６】
　このディスプレイ装置では、駆動電源生成部４５において、画素部に設けられた全ての
走査線ＳＣＮに共通に、移動度を補正する期間Ｔμで信号レベルが立ち上がる矩形波信号
を生成し、この矩形波信号の信号レベルに応じて電源電圧が変動する駆動用電源Ｖμを生
成する。従ってこの駆動用電源Ｖμは、シフト期間を間に挟んで、移動度を補正する期間
Ｔμで繰り返し電源電圧が立ち上げられる。
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【００４７】
　垂直スキャナー４１は、抵抗Ｒ及びコンデンサＣによるローパスフィルタに駆動用電源
Ｖμを入力し、駆動用電源Ｖμの立ち上がり及び立ち下がりを鈍らせ、移動度補正期間の
書込み信号に対応する信号波形によりバッファ回路２１の電源を供給する。バッファ回路
２１は、Ｐチャンネル型トランジスタとＮチャンネル型トランジスタによるトランジスタ
対を多段接続して形成され（図７参照）、このローパスフィルタから出力される駆動用電
源が最終段のトランジスタ対に供給される。
【００４８】
　これにより垂直スキャナー４１は、図２（Ｃ）に示すように、バッファ回路２１におい
て、選択信号Ｓ２が立ち下がっている期間の間、駆動用電源Ｖμの信号波形により出力端
の信号レベルを変化させ、移動度補正期間の書込み信号Ｓ３を出力する。
【００４９】
　垂直スキャナー４１は、このバッファ回路２１の出力信号Ｓ３をマルチプレクサ４３に
出力する。ここでマルチプレクサ４３は、図２（Ｄ）に示すように、バッファ回路２１の
出力信号Ｓ３とインバーター４２の出力信号とを選択出力する選択回路であり、垂直スキ
ャナー４１は、このマルチプレクサ４３の出力信号を書込み信号ＷＳとして出力する。
【００５０】
　すなわちマルチプレクサ４３は、Ｐチャンネル型トランジスタＴＲ１とＮチャンネル型
トランジスタＴＲ２による第１のスイッチ回路と、Ｐチャンネル型トランジスタＴＲ３と
Ｎチャンネル型トランジスタＴＲ４による第２のスイッチ回路とが設けられる。マルチプ
レクサ４３は、トランジスタＴＲ２及びＴＲ３のゲートに、インバーター５０を介して基
準信号ＩＮの反転信号が入力される。またこの反転信号が、インバーター４８、４９をそ
れぞれ介して、トランジスタＴＲ１、ＴＲ４に入力され、これにより基準信号ＩＮにより
第１及び第２のスイッチ回路を相補的にオンオフ動作させる。マルチプレクサ４３は、こ
れら第１及び第２のスイッチ回路の出力信号が加算されて書込み信号ＷＳにより出力され
る。
【００５１】
　（２）実施例の動作
　以上の構成において、この実施例のディスプレイ装置では（図４、図５参照）、セレク
ター１５Ａ、垂直スキャナー１６Ａ、１６Ｂによる信号線ＳＩＧ、走査線ＳＣＮの駆動に
より順次ライン単位で画素部１２の画素１３に信号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇが設定
されると共に、この設定された信号レベルにより各画素１３の有機ＥＬ素子１４が発光し
、所望の画像が画素部１２で表示される。
【００５２】
　すなわちこのディスプレイ装置では、非発光期間において、この信号レベル保持用コン
デンサＣ１の一端が信号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇにセットされ、発光期間において
、この信号レベル保持用コンデンサＣ１の端子間電圧によるゲートソース間電圧Ｖｇｓに
よって、トランジスタＴＲ２により有機ＥＬ素子１４が駆動される。これによりこのディ
スプレイ装置では、信号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇに応じた発光輝度で各画素１３の
有機ＥＬ素子１４が発光し、所望の画像を表示することができる。
【００５３】
　ディスプレイ装置では、この非発光期間において、駆動用トランジスタＴＲ２への電源
の供給が停止された状態で、書込み信号ＷＳによりトランジスタＴＲ１がオン状態に設定
され、信号レベル保持用コンデンサＣ１の両端電圧が所定の電位Ｖｏｆｓ及びＶｓｓに設
定される。またその後、駆動用トランジスタＴＲ２を介した放電により、信号レベル保持
用コンデンサＣ１に駆動用トランジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈが設定され（図５、
期間Ｔｔｈ１、Ｔｔｈ２）、これにより駆動用トランジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈ
のばらつきによる発光輝度のばらつきが補正される。
【００５４】
　またその後、書込み信号ＷＳによりトランジスタＴＲ１をオン状態に設定して、信号レ
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ベル保持用コンデンサＣ１の信号線ＳＩＧ側端を信号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇに設
定し、駆動用トランジスタＴＲ２により信号レベル保持用コンデンサＣ１の他端を充電し
（図５、期間Ｔμ）、これにより駆動用トランジスタＴＲ２の移動度のばらつきによる発
光輝度のばらつきが補正される。
【００５５】
　ディスプレイ装置は、移動度を補正する期間Ｔμの経過により書込み信号ＷＳによって
トランジスタＴＲ１がオフ状態に動作を切り換え、これにより信号レベル保持用コンデン
サＣ１に信号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇがサンプルホールドされ、有機ＥＬ素子１４
の発光輝度が設定される。
【００５６】
　これによりディスプレイ装置では、しきい値電圧Ｖｔｈを補正する期間Ｔｔｈ１、Ｔｔ
ｈ２、移動度を補正する期間Ｔμが書込み信号ＷＳにより決まり、この書込み信号ＷＳの
タイミングが走査線毎に変化したのでは、ライン間で輝度レベル差が発生して画質が劣化
することになる。また書込み信号ＷＳの信号レベルがＨレベルからＬレベルに急激に立ち
下がると、書込みトランジスタＴＲ１の寄生容量により、カップリングノイズが表示され
ることになる。またさらに移動度を補正する期間Ｔμにおいて、駆動用トランジスタＴＲ
２により信号レベル保持用コンデンサＣ１の有機ＥＬ素子１４側端に入力する電流Ｉｄｓ
は、駆動用トランジスタＴＲ２のゲートソース間電圧に応じて変化することにより、有機
ＥＬ素子１４を高い輝度レベルで発光させる場合程、大きな電流が流れて信号レベル保持
用コンデンサＣ１の有機ＥＬ素子１４側端の電圧上昇速度が速くなる。従って信号レベル
保持用コンデンサＣ１に設定する電圧Ｖｓｉｇに応じて、すなわち有機ＥＬ素子１４の発
光輝度に応じて、駆動用トランジスタＴＲ２の移動度の補正に過不足が発生することにな
る。
【００５７】
　そこでこのディスプレイ装置では（図１）、垂直スタートパルスを順次転送して各走査
線ＳＣＮに出力する駆動信号ＷＳのタイミング基準である基準信号ＩＮが生成され、この
基準信号ＩＮを用いて、シフトレジスタ２３、論理演算回路２４により、矩形波信号によ
るしきい値電圧Ｖｔｈを補正する期間Ｔｔｈ１、Ｔｔｈ２の駆動信号Ｓ１が生成される。
またこの基準信号ＩＮを用いて、インバーター２５、ナンド回路２６、レベル変換回路２
９、バッファ回路２１、駆動電源生成部４５、抵抗Ｒ及びコンデンサＣのローパスフィル
タにより移動度を補正する期間Ｔμの書込み信号Ｓ３が生成され、これらしきい値電圧Ｖ
ｔｈを補正する期間Ｔｔｈ１、Ｔｔｈ２の駆動信号Ｓ１と、移動度を補正する期間Ｔμの
書込み信号Ｓ３とが、マルチプレクサ４３を介して選択出力される。
【００５８】
　これによりこのディスプレイ装置では、しきい値電圧補正期間Ｔｔｈ１、Ｔｔｈ２の書
込み信号Ｓ１と移動度補正期間Ｔμの書込み信号Ｓ３とを個別に生成して選択出力するこ
とから、しきい値電圧補正期間Ｔｔｈ１、Ｔｔｈ２の書込み信号Ｓ１を鈍らせることなく
、移動度補正期間Ｔμの書込み信号Ｓ３だけを鈍らせることができ、これにより発光輝度
による移動度補正の過不足を防止し、さらにはカップリングノイズを防止することができ
る。
【００５９】
　またしきい値電圧補正期間Ｔｔｈ１、Ｔｔｈ２の書込み信号Ｓ１とは別に移動度補正期
間Ｔμの書込み信号Ｓ３を生成することから、複雑な論理演算処理を省略して移動度補正
期間Ｔμの書込み信号Ｓ３を生成することができ、論理演算処理等に係るトランジスタの
各種特性のばらつきによる影響を低減して、精度良く移動度補正期間Ｔμの書込み信号Ｓ
３を生成することができる。従って走査線間における移動度の補正期間のばらつきを低減
することができ、これらにより画素回路を構成するトランジスタの特性のばらつきによる
画質の劣化を有効に回避することができる。
【００６０】
　実際上、この実施例のディスプレイ装置では、インバーター２５、ナンド回路２６、レ
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ベル変換回路２９により選択信号Ｓ２を生成すると共に、全走査線ＳＣＮに共通に駆動電
源生成部４５で駆動用電源Ｖμを生成し、抵抗Ｒ及びコンデンサＣのローパスフィルタに
よりこの駆動用電源Ｖμを鈍らせた後、バッファ回路２１により選択信号Ｓ２で選択出力
して移動度補正期間Ｔμの書込み信号Ｓ３を生成することから、走査線ＳＣＮ間における
書込み信号Ｓ３のばらつきは、ローパスフィルタ、バッファ回路２１、マルチプレクサ４
３のみで発生することになる。またバッファ回路２１では、最終段のトランジスタ対のみ
がばらつきに影響を与えることになる。これにより走査線間における移動度の補正期間の
ばらつきを低減することができ、これらにより画素回路を構成するトランジスタの特性の
ばらつきによる画質の劣化を有効に回避することができる。
【００６１】
　なおこれによりローパスフィルタについても、全ての走査線ＳＣＮを共通化して、一段
と移動度補正期間のばらつきを低減することができる。
【００６２】
　またこの場合、しきい値を補正する期間の書込み信号については、何ら鈍った信号波形
となっていないことにより、しきい値を補正する期間の書込み信号をも含めて書込み信号
ＷＳの信号波形を鈍らせる場合（図１１参照）に比して、格段的に消費電力を低減するこ
とができる。
【００６３】
　（３）実施例の効果
　以上の構成によれば、しきい値電圧補正期間の書込み信号と移動度補正期間の書込み信
号とを個別に生成して選択出力することにより、発光輝度による移動度補正の過不足、カ
ップリングノイズ、走査線間における移動度の補正期間のばらつきを防止して、画素回路
を構成するトランジスタの特性のばらつきによる画質の劣化を有効に回避することができ
る。従って高いユニフォーミティの画像を表示することができる。
【００６４】
　より具体的に、しきい値電圧補正期間の書込み信号を矩形波信号により生成し、信号レ
ベルの立ち上がり及び信号レベルの立ち下がりを鈍らせて移動度補正期間の書込み信号を
生成することにより、発光輝度による移動度補正の過不足、カップリングノイズ、走査線
間における移動度の補正期間のばらつきを防止して、画素回路を構成するトランジスタの
特性のばらつきによる画質の劣化を有効に回避することができる。
【００６５】
　また移動度補正期間用の書込み信号に対応する選択信号を生成し、この選択信号をバッ
ファ回路に入力すると共に、移動度補正期間の書込み信号に対応する信号波形によりバッ
ファ回路を駆動するようにして、移動度補正期間用の書込み信号を生成することにより、
走査線間における移動度補正期間のばらつきを低減することができる。
【実施例２】
【００６６】
　なお上述の実施例においては、図４に示す回路構成による画素回路を図５に示すタイミ
ングにより駆動する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、各種回路構成により
画素を構成する場合、さらには種々のタイミングで駆動する場合等に広く適用することが
できる。
【００６７】
　また上述の実施例においては、書込み信号レベルの立ち上がり及び立ち下がりを鈍らせ
る場合について述べたが、本発明はこれに限らず、実用上十分な特性を確保できる場合に
は、信号レベルの立ち上がり及び立ち下がりの一方のみを鈍らせるようにしてもよい。
【００６８】
　また上述の実施例では、各トランジスタをポリシリコンＴＦＴ、又はアモルファストラ
ンジスタで構成する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、各種のトランジスタ
で構成する場合に広く適用することができる。
【００６９】
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　また上述の実施例では、Ｎチャンネル型トランジスタにより信号レベル保持用コンデン
サを信号線に接続する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、Ｐチャンネル型ト
ランジスタにより信号レベル保持用コンデンサを信号線に接続する場合にも広く適用する
ことができる。
【００７０】
　また上述の実施例では、発光素子に有機ＥＬ素子を使用する場合について述べたが、本
発明はこれに限らず、電流駆動型の各種発光素子を使用する場合に広く適用することがで
きる。
【産業上の利用可能性】
【００７１】
　本発明は、表示装置及び表示装置の駆動方法に関し、例えばポリシリコンＴＦＴを用い
た有機ＥＬ素子によるアクティブマトリックス型のディスプレイ装置に適用することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】本発明の実施例のディスプレイ装置に適用される垂直スキャナーの一部構成を示
すブロック図である。
【図２】図１の垂直スキャナーのタイムチャートである。
【図３】従来のディスプレイ装置を示すブロック図である。
【図４】従来のディスプレイ装置の画素回路を示す接続図である。
【図５】図４の画素回路のタイムチャートである。
【図６】走査線間の移動度補正期間のばらつきを示す信号波形図である。
【図７】バッファ回路を示す接続図である。
【図８】図７のバッファ回路のタイムチャートである。
【図９】図７のバッファ回路による垂直スキャナーの一部構成を示すブロック図である。
【図１０】図９の垂直スキャナーのタイムチャートである。
【図１１】図７とは異なる構成によりバッファ回路の構成を示す接続図である。
【符号の説明】
【００７３】
　１、１１……ディスプレイ装置、２、１２……画素部、３Ａ、３Ｂ、１６Ａ、１６Ｂ、
２２……垂直スキャナー、４、１５Ａ……セレクター、１３……画素、１４……有機ＥＬ
素子、Ｃ１……信号レベル保持用コンデンサ、ＴＲ１～ＴＲ６……トランジスタ、２１…
…バッファ回路、２４……論理演算回路、４３……マルチプレクサ、４５……駆動電源生
成部
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并且有效地避免了由于像素电路中包括的晶体管的特性变化引起的图像
质量劣化。 根据本发明，分别生成并选择性地输出用于阈值电压校正时
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